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本研究では東京農業大学厚木キャンパス内の蘚苔類植物相を調査し キャンパスの自然環境を保全す
るための基礎資料とすることを目的とした キャンパス内では地上生および樹幹着生のものをあわせて蘚類
科 属 種 苔類 科 属 種 ツノゴケ類 科 属 種の 種類の蘚苔類植物が確認された こ
れらの蘚苔類のうち 種は低地に広く分布するものであり そのうち 種は都市部でも普通に見られる種
であった 一方で キャンパス内の二次的な自然環境には山地や渓谷に生育する種も僅かながら確認されて
おり これらの環境が蘚苔類にとって非常に重要であることが明らかになった
蘚苔類 植物相 東京農業大学厚木キャンパス
蘚苔類は植物体が微小であり 維管束を持たない蘚苔類
特有の構造を持つことから その生育は環境条件を鋭敏に 東京農業大学厚木キャンパスは神奈川県中央部に位置す
反映している そのため環境の変化に影響を受けやすく る厚木市にあり 東経 北緯 総面積約
その分布調査から都市や地域の環境の変化や大気汚染との 万 千 を有する 図 自然植生はヤブツバキクラス
関連について研究がなされてきた 特に樹幹着生の蘚苔 域にあり 地形は丹沢山地から伸びる丘陵の末端部で
類について環境汚染の指標としての研究が多くなされてき 標高 から最高 のなだらかな丘陵地である 本
た また気温緩和の資材として蘚苔類が利用されてお キャンパスは 年から大学農場として利用され
り 蘚苔類の有効利用が見直されている 近年では 図 年に学部移転に伴う厚木キャンパスが開設された キャン
鑑の編纂や レッドデ タブック作成のために蘚苔類植物 パス周辺部は開発が進み 商業 宅地 工業用地および農
相の全国的な調査が実施されている 地として利用されている 図 しかし 厚木キャンパス
東京農業大学厚木キャンパスが位置する神奈川県におい は丘陵部にあることから クヌギ コナラおよびイヌシデ
ても蘚苔類植物を含む神奈川県レッドデ タブック作成の が優占する二次林 雑木林 があり 都市近郊部における
ための生物調査が行なわれてきた この他 県内では蘚 貴重な二次的な自然環境が残されている
苔類チェックリスト の作成や 箱根 丹沢及び県東部
の河川流域など山地や渓谷において詳細な調査が進められ
てきた 調査は 年 月から 年 月までおこない 調査
一方 県西部では横浜や茅ヶ崎などで 人工的に残され 域全体を延べ 回踏査した 確認した蘚苔類は全て採集
た緑地について調査がされているが 都市部や半島など し 標本とした これらの標本に基づき同定を進め 目録
低地部での調査が不十分な状況である また雑木林など を作成した 標本は東京農業大学農学部農の博物館植物標
二次林を含む地域の調査も少ない 厚木市における調査 本庫 に保管した
は 丹沢山系山間部における報告があるのみである
これまで厚木キャンパスにおける植物相調査は 維管束
植物を対象としておこなわれてきた 生物相の解明 厚木キャンパス内では地上および樹幹着生性のものをあ
は 地域の自然環境の実態を明らかにすることができ わせて蘚類 科 属 種 苔類 科 属 種 ツノ
る このようなことから本研究ではキャンパス内におけ ゴケ類 科 属 種の 種の蘚苔類が確認された
る蘚苔類植物相を解明し キャンパスに残された自然環境
がどのような状況にあるかを明らかにすることを目的とし
て行なった 今回 厚木キャンパスで確認された蘚苔類は 種で
あった 蘚類と苔類 ツノゴケ類の出現の割合は 蘚類
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調査地および周辺部の利用状況 黒枠は調査地を示す
国土地理院発行 万 千分 地図を使用
が 気候の温暖化に伴い新たに確認される可能性もある
キャンパス内で確認された樹幹着生の蘚類は サヤゴ
ケ ヒナノハイゴケ ヒロハツヤゴケ コモチイトゴケの
種および苔類はヒメトサカゴケ チヂミカヤゴケ カラ
ヤスデゴケ ヒメミノリゴケ コクサリゴケ ヤマトヨウ
ジョウゴケの 種が確認された これらの着生蘚苔類のう
ち 蘚類はサヤゴケおよびコモチイトゴケが 苔類ではヤ
マトヨウジョウゴケが最も多く観察された このうち蘚類
の 種は環境の変化に耐性があり 都内などの都会にお
いても樹幹に大きな群落があることが報告されている
今回の調査でキャンパス内から最も多くの場所で確認さ
れたのは蘚類ではツチノウエノコゴケであった 本種は一
年生蘚類であるため短期間に栄養繁殖および胞子により地
表に増え 年間を通して胞子体をつける特性を持ってお
り 改変地や空き地などによく見られる種である キャン
パス内では講義棟や道路などの人為的影響のある場所のほ
か 芝生の隙間にも生育が確認された 苔類では人家など
人の生活域付近に多く生育するヒメジャゴケ ゼニゴケが
キャンパス内の湿った裸地 などに多く観察されており
またヒメジャゴケは大きな群落を形成しているのがしばし
種 苔類 ツノゴケ類 種 であり ば確認された このようなことから厚木キャンパスには都
これは神奈川県における蘚類 苔類 ツノゴケ類の割合に 市や低地部など人為的影響の強い場所に多く見られる蘚苔
近い数字であった 蘚類 種 苔類 ツノゴケ類 類の種が分布 生育していることが明らかになった
種 蘚類に対する苔類 ツノゴケ類の出現の 一方で キャンパス内の二次的な自然環境周辺には山地
割合は緯度が低くなるに従い高くなることが示唆されてい 性の種や渓谷などに生育する種も僅かながら確認されてお
る り これらの環境が蘚苔類にとって非常に重要であること
確認された蘚苔類 種のうち 種は低地に広く分布す が明らかになった
るものであり そのうち 種は都市部でも普通に見られ
る種であった 低地や都市部でみられる蘚苔類として
は 蘚類ではツチノウエノコゴケ ナミガタタチゴケ コ 今回の調査で蘚類 種 苔類 種 ツノゴケ類 種の
ツボゴケ キャラボクゴケおよびネジクチゴケが 苔類で 種の蘚苔類が確認された 同様な大学キャンパスにおけ
はヒメジャゴケ ゼニゴケ フタバネゼニゴケおよびホソ る蘚苔類相調査は東京都杉並区善福寺の東京女子大学で行
バミズゼニゴケなどの出現頻度が高かった われ 種が報告されている そのうち着生蘚苔類は蘚類
また 苔類で唯一の帰化植物であるミカヅキゼニゴケ 種 苔類 種の 種であった
も小さな個体群であったがキャンパスの芝地内で確認され このほか 調査地の周辺が開発されているような類似し
た 本種は 昭和 年に仙台から報告され これまで東京 た環境での調査結果では 都内最大の緑地である皇居から
横浜 神戸などの港に近い市街地のみに確認されていた は 種の蘚苔類が報告されている また東京都港区の
が 近年都市郊外にも広がりつつあることが報告され 国立科学博物館付属自然教育園からは 年に 種
ている これらの種は主にキャンパスの建物脇や造成さ 年に 種 年に 種の蘚苔類の経年変化が明
れた場所に多く確認されている また 畑地では苔類のハ らかにされている
タケゴケ 蘚類のアゼゴケなどが確認された これらの結果を簡単に比較することは それぞれの調査
残り 種のうち 山地性の蘚苔類としては蘚類のチヂミ 面積 生育環境が異なり 精査するには調査地周辺地域も
バコブゴケ ホソハリガネゴケ ハリガネゴケおよびカラ 含めたそれぞれの地域の出現する構成種を比較検討する必
ヤスデゴケの 種が確認された チヂミバコブゴケは山 要があるため困難であるが キャンパス内で確認された蘚
地からブナ帯にかけて多くみられる一種 で丹沢山系大 苔類の種数は決して少なくないものと考えられる 厚木
山の山麓からも報告されている また 渓流などの湿っ キャンパスの蘚苔類の多くは その土地利用の影響から都
た岩上に生育する ツクシナギゴケモドキが今回の調査 市から低地部に多く見られる種が多いことが明らかになっ
で二次林林縁の石上に確認された このほか 関東以西に た また それらは土 石 樹幹などに多く生育すること
分布が報告されているアカスジゴケ がキャンパス内の が確認され 中には人工物や造成地などの人為的な影響を
切り通しから確認されている この種は神奈川県内では湯 受ける場所に生育する種もあった 一方 二次的な自然環
河原町 や横浜市内 などで生育が確認されている 今後 境の残されている場所では 山地性の種や渓谷などに生育
も関東以西や以南の温暖な環境に生育する蘚苔類の分布 する種も確認された このような多様な環境が蘚苔類に
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神奈川県東京農業大学厚木キャンパスの蘚苔類
これまでの調査によって明らかにされた都市近郊における蘚苔類の出現種数
菅 邦子 大橋 毅 東京都における樹木着生蘚苔
類の分布状況 日本蘚苔類学会会報
中村俊彦 須賀はる子 都市におけるコケ植物のフ
ロラと生態 年間の変化 蘚苔類研究
垰田 宏 環境汚染と指標生物 共立出版 東京
横堀 誠 蘚苔類を利用した空気浄化試験法による
大気汚染の測定 日本生態学会誌
南 佳典 神奈川県内の都市および周辺部における
着生蘚苔 地衣類の種組成 自然環境科学研究
南 佳典 高橋啓二 関東 甲信越のおけるスギ樹
幹着生植物の分布と環境条件について 日本蘚苔類学会会
報
須崎裕一 涌井史郎 飯島健太郎 スナゴケ植栽に
よる断熱ならびに気温緩和について 日本緑化工学学会誌
岩月善之助 編 日本の野生植物 コケ 平凡社
東京
高桑正敏 編 神奈川県レッドデ タ生物調査報告
書 神奈川県立生命の星 地球博物館
平岡照代 磯野寿美子 田邊光夫 神奈川県産蘚苔
類チェックリスト 神奈川県自然誌資料
平岡照代 磯野寿美子 平岡正三郎 神奈川県産コ
ケ植物チェックリスト 年改訂版 自然環境科学研究
平岡照代 磯野寿美子 岩片紀美子 西丹沢 神奈川
県 の蘚苔類 蘚類 自然環境科学研究
平岡照代 磯野寿美子 岩片紀美子 西丹沢 神奈川
県 の蘚苔類 苔類 ツノゴケ類 自然環境科学研究
佐 木シゲ子 横浜市戸塚区とその周辺の蘚苔類 神
奈川県自然誌資料
平岡照代 木口博史 有川智己 箱根 神奈川県足柄
下郡箱根町 のコケ植物 自然環境科学研究
磯野寿美子 平岡照代 谷太郎川流域 神奈川県厚木
市 の蘚苔類 自然環境科学研究
中野正雄 大森俊一 米安 晟 川島 栄 高橋登美雄
鈴木昌一 萩原国威 吉村正敏 狩俣貴清 鈴木伸一 萩
原信弘 加藤弘昭 池田尚弘 大谷 忠 西脇 充 佐藤
光夫 広瀬友二 吉田 豊 青木司光 井上喜雄 名越時
秀 加藤雅義 東京農業大学厚木農場における土地
及びその他資源の再開発利用方法に関する研究 第一報
東京農業大学農学集報特別号
中野正雄 大森俊一 米安 晟 川島 栄 高橋登美雄
鈴木昌一 萩原国威 吉村正敏 狩俣貴清 鈴木伸一 萩井上 浩 コケ類研究と採集 栽培 加島書店 東
原信弘 加藤弘昭 池田尚弘 大谷 忠 西脇 充 佐藤京
光夫 広瀬友二 吉田 豊 青木司光 井上喜雄 名越時高橋和成 西平直美 原雄太郎 山田千絵 鈴木芳枝
秀 加藤雅義 東京農業大学厚木農場における土地岡山県総合グラウンドにおける樹幹着生蘚苔類の生
及びその他資源の再開発利用法に関する研究 東京農業育と方位との関係
大学農学集報根平邦人 畦 浩二 広島市の市街地における着生
野副健司 宮本 太 東京農業大学厚木キャンパスコケ植物の分布と生態 ヒコビア別巻
とって非常に重要であり 本調査地の蘚苔類相を豊かにし
ている一因と考えられる
生物多様性の保全を進める上で重要なことは それぞれ
の地域の生物相 すなわち動 植物相を明らかにすること
である 生物相が豊かであれば 当然その地域の環境は
多様であることが推測される またそれぞれの地域の環
境の変化などを把握するためには そこに生育する生物相
の生育場所 群落のサイズ 繁殖方法など個 の種につい
て詳細な継続観察も必要である
今回得られた結果を基に キャンパス全体で数年おきに
蘚苔類のフロラ調査を行うほか 蘚苔類が豊富に確認され
た落葉樹林内の切り通しや 林縁の石上 着生蘚苔類のみ
られた樹木などの場所を継続的に観察することでキャンパ
ス内の環境の変化を捉えることが可能であると考えられ
る
里地に広がる二次的な自然環境は適度な撹乱に依存した
特有の生物群が生育していた 現在 その多くは開発な
どにより失われつつある そして地球環境の急激な変化に
伴い 生物多様性の保全に対しても社会的な関心が高まっ
ている このような背景の中 都市近郊に残された厚木
キャンパスを含む周辺の二次的な自然環境の保全が重要な
課題である 今後 キャンパスの環境がどのように変化し
ているかを正確につかむためにも定期的に植物相調査をす
ることが望まれる
冒頭に述べたように蘚苔類は生育特性上 周囲の環境変
化に対し非常に敏感である 今後 蘚苔類が大気汚染のみ
ならず 都市化や環境回復の度合いを測る環境指標として
用いられる可能性も高い その為にも 多くの都市環境に
おいて蘚苔類の現状調査が行われ 基礎資料を得ることが
望ましい
英文要約はハ バ ド大学 教授に
校閲していただき ここに記して感謝します
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IRAOKA
: This study deals with the bryophyte ﬂora in the Atsugi Campus of Tokyo University of
Agriculture, Kanagawa, Japan. The bryophyte ﬂora of this area consists of families, genera and
species ( families, genera and species in Bryopsida, families, genera and species in
Hepaticae and family, genera and species in Anthocerotopsida). Fifty seven species found on the
campus are widely distributed in lowlands, and species are common in cities.
: Bryophytes, Flora, Atsugi campus of Tokyo University of Agriculture
By
Yosuke M *, Futoshi M **, Syozaburo H ***
and Teruyo H ***
Bryophytes in the Atsugi Campus of Tokyo
University of Agriculture
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学名と配列は岩月 による
サヤゴケ 標本
ヒナノハイゴケ 標本
スギゴケ科 ヒョウタンゴケ科
ナミガタタチゴケ 標本 ヒロクチゴケ 標本
アゼゴケ 標本
コスギゴケ 標本
ヒョウタンゴケ 標本
ホウオウゴケ科
ハリガネゴケ科
キャラボクゴケ 標本
ケヘチマゴケ 標本
コホウオウゴケ 標本 ホソエヘチマゴケ 標本
キンシゴケ科 アカスジゴケ 標本
ヤノウエノアカゴケ 標本 ホソウリゴケ 標本
ホソハリガネゴケ 標本
シッポゴケ科
ハリガネゴケ 標本
ユミダイゴケ 標本
アカミノハリガネゴケ 標本
ススキゴケ 標本
ギンゴケ 標本
チヂミバコブゴケ 標本
チョウチンゴケ科
センボンゴケ科
コバノチョウチンゴケ 標本
ネジクチゴケ 標本
コツボゴケ 標本
トウヨウネジクチゴケ 標本
ヒゲゴケ科
ナガバヒョウタンゴケ 標本
エダウロコゴケモドキ 標本
ハマキゴケ 標本
シノブゴケ科
カタハマキゴケ 標本
コメバキヌゴケ 標本
ツチノウエノタマゴケ 標本
ツチノウエノコゴケ 標本 ノミハニワゴケ 標本
アオギヌゴケ科
ヒナノハイゴケ科
ナガヒツジゴケ 標本
蘚綱
東京農業大学厚木キャンパスにおける蘚苔類目録
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; Nos. B B B B B B .
(Vent.) Müll. Hal.
; Nos. B B B .
Polytrichaceae Funariaceae
(Hedw.) P. Beauv. Sendtn.
; Nos. B B B B B ; No. B .
B B B B B B B B . (Ludw.) Fürnr.
(Lindb.) Sande Lac. ; Nos. B B .
; Nos. B B B . Hedw.
; Nos. B B .
Fissidentaceae
Hedw. Bryaceae
; Nos. B B B B B Hook.
B B B B B . ; Nos. B B B B B .
Besch. (Kindb.) Lindb. ex Arn.
; Nos. B B B B . ; Nos. B B .
(Grev.) Lindb.
Ditrichaceae ; No. B
(Hedw.) Brid. (Dozy et Molk.) Bosch et Sande Lac.
; Nos. BB B B B B ; No. B .
B . Hedw.
; Nos. B B B .
Dicranaceae Hedw.
Michx. ; Nos. B B B .
; No. B . Vill. ex Brid.
(Hedw.) Schimp. ; No. B .
; Nos. B B . Hedw.
(Mitt.) Lindb. ; Nos. B B B .
; Nos. B B .
Mniaceae
Pottiaceae (Dozy et Molk.) Lindb.
Hedw. ; No. B .
; Nos. B B B B B B (Lindb.) T.J. Kop.
B B B B B . ; Nos. B B B B B B
(Hook.) Spreng. B B B B B .
; Nos. B B B B .
(Sakurai) R.H. Zander Theliaceae
; Nos. B B . (Mitt.) Card.
Broth. ; No. B .
; Nos. B B .
(Hook.) A.Jaeger. et Sauerb. Thuidiaceae
; No. B . (Hedw.) Broth.
(Hedw.) Mitt. ; Nos. B B B B B
; Nos. B B B B B B .
Hedw. (Hampe et Müll.Hal.) Broth.
; Nos. B B B B B ; Nos. B B B B B
B B B B B B B B B B .
B B B .
Brachytheciaceae
Erpodiaceae (Hook.) A. Jaeger
(Mitt.) Card. ; Nos. B B B B B B
Venturiella sinensis
Atrichum undulatum Physcomitrium eurystomum
Physcomitrium sphaericum
Pogonatum inﬂexum
Funaria hygrometrica
Fissidens taxifolius
Pohlia ﬂexuosa
Fissidens adelphinus Pohlia proligera
Epipterygium tozeri
Ceratodon purpureus Brachymenium exile
Bryum caespiticium
Bryum capillare
Trematodon longicollis
Bryum atrovirens
Dicranella heteromalla
Bryum argenteum
Oncophorus crispifolius
Trachycystis microphylla
Barbula unguiculata
Plagiomnium acutum
Barbula indica
Chenia rhizophylla
Fauriella tenuis
Hyophila propagulifera
Hyophila involuta
Haplocladium microphyllum
Weissia crispa
Weissia controversa Haplocladium angustifolium
Brachythecium buchananii
Glyphomitrium humillimum
Bryopsida
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クラマゴケモドキ科
ハネヒツジゴケ 標本 チヂミカヤゴケ 標本
ヤスデゴケ科
ツクシナギゴケ 標本
カラヤスデゴケ 標本
ツクシナギゴケモドキ 標本 クサリゴケ科
コカヤゴケ 標本 ヒメミノリゴケ 標本
ツヤゴケ科 コクサリゴケ 標本
ヒロハツヤゴケ 標本 ヤマトヨウジョウゴケ 標本
ホソミツヤゴケ 標本 ミズゼニゴケ科
ナガハシゴケ科 ホソバミズゼニゴケ 標本
コモチイトゴケ 標本 ミカヅキゼニゴケ科
ミカヅキゼニゴケ 標本
ハイゴケ科
ジャゴケ科
アカイチイゴケ 標本
ジャゴケ ウラベニジャゴケ 標本
キャラハゴケ 標本
ヒメジャゴケ 標本
ハイゴケ 標本
アズマゼニゴケ科
ツキヌキゴケ科 ケゼニゴケ 標本
チャボホラゴケモドキ 標本 ゼニゴケ科
ツボミゴケ科 ゼニゴケ 標本
ツクシツボミゴケ 標本
ヒシャクゴケ科 フタバネゼニゴケ 標本
チャボヒシャクゴケ 標本 ウキゴケ科
ウロコゴケ科 ハタケゴケ 標本
ツクシウロコゴケ 標本
ツノゴケ科
ヒメトサカゴケ 標本
ニワツノゴケ 標本
苔綱
ツノゴケ綱
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B B . Porellaceae
(Hedw.) Schimp. (Steph.) S. Hatt.
; Nos. B B B B B ; No. B .
B B B B .
Schimp. ex Besch. Frullaniaceae
; Nos. B B B B B Steph.
B B B B . ; No. B .
(Hedw.) Sande Lac.
; No. B . Lejeuneaceae
(Mitt.) A. Jaeger (Steph.) Grolle et Gradst.
; Nos. B B B B B B . ; Nos. B B .
(Tayl.) Tayl.
Entodontaceae ; No. B .
(Paris) Card. (Schi n.) Hatt.
; Nos. B B B B B ; Nos. B B B B
B B B B . B B .
(Müll.Hal.) Lindb.
; No. B . Pelliaceae
(Dicks.) Dum.
Sematophyllaceae ; Nos. B B B B B
(Bruch et Schimp. ex Sull.) B B B .
W.R. Buck
; Nos. B B B B B Lunulariaceae
B B B . (L.) Lindb.
; No. B .
Hypnaceae
(Sull. et Lesq.) Z. Iwats. Conocephalaceae
; Nos. B B . (L.) Dum.
(Mitt.) M. Fleisch. ; Nos. B B
; Nos. B B B B B B (Thunb.) Grolle
B . ; Nos. B B B B B
Wilson B B B B B .
; Nos. B B B B B B .
Wiesnerellaceae
(Sw.) Nees
Calypogeiaceae ; No. B .
Nees et Mont.
; Nos. B B . Marchantiaceae
L.
Jungermanniaceae ; Nos. B B B B B B .
Nees Bertol. subsp. (Nees et
; Nos. B B B B . Mont.) Inoue
Scapaniaceae ; Nos. B B B B B .
Müll. Frib.
; No. B . Ricciaceae
L.
Geocalycaceae ; No. B .
(Mitt.) Schi n.
; No. B .
Nees Anthocerotaceae
; No. B . (Michx.) Prosk.
; No. B .
Brachythecium plumosum Macvicaria ulophylla
Eurhynchium savatieri
Frullania muscicola
Eurhynchium hians
Rhynchostegium pallidifolium Acrolejeunea pusilla
Lejeunea ulicina
Entodon challengeri Cololejeunea japonica
Entodon sullivantii
Pellia endiviifolia
Pylaisiadelpha tenuirostris
Lunularia cruciata
Pseudotaxiphyllum pohliicarpum
Conocephalum conicum
Taxiphyllum taxirameum
Conocephalum japonicum
Hypnum plumaeforme
Dumortiera hirsuta
Calypogeia arguta
Marchantia polymorpha
Jungermannia truncata Marchantia paleacea diptera
Scapania stephanii
Riccia glauca
Heteroscyphus planus
Lophocolea minor
Phaeoceros carolinianus
Hepaticopsida
Anthocerotopsida
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